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例会報告  ＶＯＬ．５１ Ｎｏ．７（Ｎｏ．2369） ８月２１日（水）晴れ（司会 鈴木勝久委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎地区研究会報告 

 

 

ビ ジ タ ー 

米山奨学生  徐 佳鋭さん 

 

表 彰  ロータリー財団 

ポールハリスフェロー表彰 

          

  古矢 満会員               鈴木勝久会員 

マルチプルポールハリスフェロー表彰 

         

染谷正昭会員       白井 豊会員       松村仁寿会員 

 

諸 報 告 

社会奉仕委員会  山牟田 博委員長 

常総地区グランドゴルフ大会 

９月２０日（金）にきぬふれあい公園 

８：３０集合 

ご出席頂けます方は宜しくお願い致します。 

 

青少年奉仕委員会  二本松恭行委員長 

ライラセミナー開催のお知らせ 

１０月１９日～２０日 古河市ネーブルパーク平成館 

申し込み期限 ８月３１日まで となっております。宜しくご協力の程お願い致します。 
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親睦活動委員会  荒井孝典副委員長 

８月２４日の納涼会 出発時間 １６：３０ 白井石油さん前より 尚、現地集合の方は１９：００くらいまでにお願

いします。 

 

ＳＡＡ委員会  倉持功典委員長 

月間予定板を常陽銀行さんの御協力により、後ろの壁に掛けました。ご活用下さい。 

 

５０周年記念誌委員会  北村陽太郎副委員長 

会員紹介は５０字くらいの原稿提出、宜しくお願い致します。 

 

幹 事 報 告  染谷秀雄幹事 

 週報受理クラブ なし 

 例会変更通知 なし 

理事・役員会報告 

１． 新会員推薦について 

青木英男様   推薦者 北村 仁会員、武藤康之会員 

２． 常総地区グランドゴルフ大会協賛について 

例年通り ５万円 

                                  ・・・・・承認されました・・・・・ 

 

会 長 挨 拶  熊谷 昇会長 

ご挨拶申し上げます 

米山奨学生のカエイさん ようこそいらっしゃいました。お元気なお顔を拝見しうれ

しく思います 

さて今日は会員の皆様に大変悲しい連絡をお伝えしなければなりません。 

すでに皆様もご存じのとおり、つくば市のご自宅で療養中であった鈴木豊会員が

８月１９日午後にお亡くなりになりました。 

詳しい経過については承知していないのですが、昨日、瀬戸会員が幸子夫人と

お会いになった際に、夫人よりお聞きしたお話を皆様にお伝えすることといたしま

す。８月１７日に体調がすぐれないとのことで筑波メディカルセンターに入院し、様

子を見ていたとのことです。１９日の午前中も特に大きな痛みや苦しみがあったわけではなかったようですが、

午後になって容態が悪化しそのまま急逝したとのことでした。 

鈴木豊会員については、わたくしがお話しするまでもなく、会員の皆様がよく承知しているかと思いますが、

あらためてご紹介をさせていただきたいと思います。 

鈴木豊会員は昭和２２年４月６日（１９４７）のお生まれで満６６歳でした。 

水海道ロータリークラブへの入会は、昭和６３年の４月６日（１９８８）でご自分のお誕生日となっております。 

１９９４～９５年度第３２代青木全弘会長のもとでクラブ幹事をされ、２００１～２００２年度には、第２８２０地区役

員として北村ガバナー・松阪地区幹事とともに会計長としてその一翼を担い立派にその重責を果たしました。 

２００４～２００５年度には、水海道ロータリークラブ第４２代会長に就任され周年事業とは別に 2000 回記念例

会の開催を行うなど大きな足跡を残されました。 

また、皆さんの記憶にあたらしいかとおもいますが、当クラブ創立５０周年記念式典実行委員会委員長として

全力を尽くしていただき地区内からも高い評価をいただいたところです。壇上でのスピーチも病魔と闘いなが

ら、厳しい状況下でご自身の思いが詰まったお話をされ、感動を誘った内容でした。頭の下がる思いがいた

しました。 

お通夜・告別式の日程はご案内のとりでございます。謹んで故人のご冥福をお祈りいたしたいと思います。 
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なお、クラブには幸子夫人より弔辞のお願いがございました。 

ご遺族のご意向としては同じ町内で育った幼な馴染みで同級生でもあり、５０周年記念式典をともに祝った青

木正弘前会長にお願いできればとのことでしたので、そのようにさせていただくことにいたしました。 

ご報告をいたします 

８月第一週のあいさつでも触れましたが、今月は会員増強および拡大月間です。 

８月１０日に開催されたクラブ奉仕研究会で会員増強についてお話しされたことには、後程、鈴木邦彦会員

増強委員長より報告があると思いますが、以前より会員増強についてお話しをすすめていただいておりまし

た北村仁会員・武藤康之会員よりご推薦がございましたのでその会員候補者のお知らせをいたします。 

８月４日の理事会にて承認いただきました。おなまえは青木英男さん、元会員でした青木全弘会員の息子さ

んで㈱青木の代表取締役でございます。 

会員選考委員会には理事会承認後に選考についてお願いし特に問題なしとのお返事をいただいておりま

す。職業分類委員会には本日確認をお願いをしたところです。 

規定に従い進めてまいりたいと思います。意義のある方は書面にて７日以内に幹事にご提出をお願いいたし

ます。今後確定次第委員会所属を決定し会員の皆さんにお知らせいたします。 

次に今年度ツンバ交換学生さんが無事に帰国されました。滞在中の思い出のご報告は８月２８日にお願いし

ていますので、国際奉仕委員会の皆さんには準備も含めてよろしくお願いいたします 

今週の土曜日はクラブの納涼会でございます。大変暑い日が続いていますが、横浜港よりのナイトクルーズ

をお楽しみいただきたいと思います。 

親睦委員会の皆さんにはご苦労をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします 

 

研究会報告         

会員組織委員会  武藤康之委員長 

2013年８月１０日（土）  於 水戸三の丸ホテル 

 クラブ奉仕はロータリー五大奉仕（クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、

青少年奉仕）の中で最も基礎的な奉仕活動であります。ロータリーの発展史が示

すように、はじめに親睦があり、そこから職業奉仕が生まれ、社会奉仕に発展し、

そこから国際奉仕や青少年奉仕が育ったというように、親睦活動が出発点になっ

ております。 

 当委員会はロータリー活動の頭脳であり、「ロータリーとは何か」という理論と哲学

を学んで新しい会員に伝える義務と責任があります。 

 今後 50年、100年と存続し発展するために何を学び、何を実行すべきか会員各位が真剣に考える必要が

あります。 

 各クラブのレベルアップに寄与すると同時に会員増強のノウハウを提供する役割をも背負っていると言えま

す。 

 

会員増強委員会  鈴木邦彦委員長 

クラブ奉仕についての松宮剛氏（ＲＩ理事）の講話。ＲＩの方向が例会出席から奉

仕活動参加重視へと向かう中、ロータリーにおけるクラブ奉仕の重要性を述べ

る。クラブ奉仕の価値をＲＩに見直すようにしたい。活力あるクラブは、革新性と

柔軟性を育てるような環境を備えている。長期目標を立て、それに沿った単年

度目標をつくる。従って、年度から年度への継続性が必要。５大奉仕がひとつ

のプロジェクトに係わりあうようにする。クラブ奉仕とは、会員が他の会員の役に

立つようにする。例会ではお互い話し合い、他人の利益になるように考える。会

員相互が切磋琢磨し、ロータリーの歯車を廻すのは貴方。歯車が廻れば人生が変わる。クラブのプロジェクト
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や運営に総ての会員が積極的に参加するようにする。それにはクラブ協議会で全会員に情報を伝え、討論

し、クラブへの参加を実感して貰う。会員同士が交流を深めるための親睦の機会を作る。 

会員増強委員会の分科会 

クラブ会員の退会者が、このまま進むとこの地区の会員数は１４年後の２０２７年には、１３００名以下となる。地

区と認められるのは会員数１８００～１３００名であるゆえ、認められない恐れが生じる。高齢化社会にあって、

クラブ会員の高齢化の進むことのないよう、若い会員の増強も重要である。会員が奉仕をした後の満足感を

持つことが増強につながる。ロータリアンの奉仕の喜びを社会に伝える事が大切である。ロータリークラブ活

動の広報の出番であり、ＩＴを利用するのも一方法である。との石井委員長の話あり。「ロータリーの綱領」を改

正した「ロータリーの目的」を全員で唱和する。また、会員組織委員長の作詞した「奉仕活動で輪を広げよう」

の歌が披露される。 

最後に、指名により数クラブの奉仕事業の発表あり。 

 

広報・雑誌委員会  鈴木勝久プログラム委員長 

今回行われました地区クラブ奉仕研究会の広報・雑誌委員会分科会の報告をさせていただきます。 

広報・雑誌委員会の分科会では、当日「ロータリーの友について」という題で、全体の講話をしていただいた、

土浦南ＲＣの片岡信彦 ロータリーの友委員長を迎え行われました。 

まず最初に議題に上がったのは「２８２０地区全体の会員数の減少」でした。 

本年７月現在会員数は１９６７名で、クラブ平均会員数は３４名となっていて、２０年前は平均５０名だったので、

かなりの会員減となっているとのことでした。 

ロータリーの友の発行部数は会員数と連動しているので、今後はいかに公共への広報活動を行い、会員増

強に努めていくかが課題であるとのことでした。 

ここ最近各クラブの社会奉仕活動を、ホームページなどを通じて、公共にアピールしているクラブが増えてき

ました。 

ロータリーの五大奉仕を優先順位をつけると 

１番目：クラブ奉仕 

２番目：職業奉仕 

３番目：社会奉仕 

４番目：国際奉仕 

５番目：新世代奉仕 

となっていて、「社会奉仕」はそれほど優先順位は高くありませんでした。 

以前のロータリーは、クラブの社会奉仕活動を一般公共に広報するということはあまり見られなかったのです

が、近年会員増強を目的として公共イメージ向上のための広報活動を行い、ブランド化していく必要があり、

それが雑誌の発行部数の増加につながるととらえているクラブが多いようです。 

例として、先日世界遺産に登録された富士山頂に登り「ポリオの撲滅」をアピールしたり、また名古屋城で「ポ

リオ撲滅」の横断幕を掲げコンサートを開くなど積極的に広報活動を行っているクラブもあるようです。 

現在は地区それぞれで活動しているというのが現状のようで、ただその活動をさらに活発にさせていくために

はロータリーの友の内容の充実化を図っていくことが必要だ、とのことでした。 

今後の計画としては、現在のデジタル環境への対応として、２０１４年１月からロータリーの友の電子版を発行

することが決まっています。 

また、２０２０年には日本ロータリー１００年史の発行も予定されています。 

それから地区の活動として、２００５～０６の萩原年度から行われている茨城新聞のロータリー情報館のさらな

る充実や、インターネット・フェイスブックなどのソーシャルネットワークや地域情報誌、フリーペーパーなどを

通じての広範囲な広報活動を行っていく予定です。 

最後の質問時間では、本年度２８２０地区のテーマの一つである「公共イメージと認知度の向上」について具
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体的な数値目標は無いのかとの質問が上がりましたが、現在のところ具体的な数値目標は無く、各クラブそ

れぞれで活動を進めてほしいとの回答でした。 

 

国際奉仕委員会  石塚利明委員長 

ツウンバＲＣへ留学してました２名の女の子が１８日無事帰国しました。 

８月４日、ホテルマロウド筑波にて、国際奉仕研究会が午後１時より開催され参加

して参りました。 

長谷川ガバナーの点鐘のもと、研究会が始まりました。第１部は、２０１２－２０１３

年度のこの指とまれ国際奉仕の報告がございました。休憩のあと、瀬戸委員長の

もと２０１３－２０１４年度のこの指とまれ国際奉仕プレゼンテーションが行われまし

た。事業内容は下記の通りです。 

１． 大子ＲＣ、タイ・ラムタコン周辺の小学校への「浄水器」支援事業 

２． 水戸南ＲＣ、タイ国への中古消防自動車贈呈プロジェクト 

３． 友部ＲＣ、タイ国・マングローブ植林プロジェクト 

４． 下館ＲＣ、ネパール・小学校・盲学校への学用品の支援、水稲配布の継続事業 

５． 藤代ＲＣ、３８１０地区での歯科医療奉仕プロジェクト 

６． 鹿島中央ＲＣ、タイ国カレン族の子供への支援プロジェクト 

水海道ＲＣは、今後国際奉仕委員会、理事・役員会で協議のうえ参加していきたいと思っております。 

 

出 席 報 告   高須  薫副委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜   暇 メーク 出席率 

５３名 ４４名 １４名 ０名 ３名 ８８．６８％ 

 

ニコニコボックス  倉持功典委員長        入金計 ￥32,000    累計 ￥434,000  

本当に残念であります。鈴木 豊会員のご冥福を謹んでお祈りいたします。   熊谷会員 

交換学生が無事に帰国しました。   染谷（秀）会員 

男じゃないか胸を張れ、万策ここに尽きるとも、天あり地あり未来あり、君盃を挙げたまえ、いざわが伴よ、ま

ず一献。「にこにこ」ではなく、涙のボックスです。   青木（正）会員 

記念誌間に合いませんでした。残念でなりません。   五木田（利）会員 

ポールハリスフェロー表彰    松村・白井・染谷（昭）・古矢・鈴木（勝）   各会員 

目と目があったので    長塚会員 

鈴木 豊さんお疲れ様でした。心よりご冥福をお祈り致します。  島田会員 

鈴木 豊さんのご冥福をお祈り致します。   青木（清）・石塚（克）   各会員 

鈴木先輩のご冥福をお祈り致します。   山野井会員 

鈴木 豊会員ご冥福をお祈り申し上げます。   石塚（利）会員 

鈴木 豊会員ご冥福をお祈りします。   古矢会員 

鈴木 豊会員ご冥福をお祈り致します。   木幡会員 

鈴木 豊さん、親子共々大変お世話になりました。ご冥福をお祈りします。   五木田（益）会員 

鈴木 豊会員、短い間でしたがありがとうございました。ゆっくりお休みください。  石井会員 

鈴木 豊さん、お世話になりました。ありがとうございました。ご冥福お祈り致します。  倉持会員 

 

 

会報委員会   五木田利明委員長   青木清人副委員長 
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鈴木 豊会員を偲ぶ 
2001-2002年度、大阪国際大会参加から会長年度、第７分区ガバナー補佐までの写真です。 
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親愛なるロータリアンの皆さん、ポール・ハリスの有名な言葉に「世界は絶えず変化しています。そして私たち

は世界とともに変化する心構えがなければなりません。ロータリー物語は何度も書き替えられなければならな

いでしょう」というものがあります。ロータリアンであったポールがインターネットの時代をどのように考えるか、

私たちには知る由もありませんが、ロータリーのウェブサイトの概念について彼が言うであろうことを、私はは

っきりとわかっていると思います。ウェブサイトを持つべきだというだけではなく、サイトは技術の進歩に合わ

せ、常にロータリアンの要望に応えることのできる、可能な限り良いものであるべきだ、と。 

自分に合わせて使う 

 新しい国際ロータリーのウェブサイト、Rotary.org がロータリアンやインターネットを使う人ならどこにいても

閲覧できるようになることを発表できて光栄に思います。着想から完成まで 2 年かかりました。このサイトには、

皆さんが求めていた特徴がたくさんありますが、最も特筆すべき改善点は、検索とナビゲーション機能です。

世界中のロータリアンの仲間とつながる新しい手段であり、皆さんが興味を引かれる情報を見つけることがで

きるよう、個人個人に合わせたものとなるでしょう。 

仲間とつながる 

 ロータリーの新しいウェブサイトは、大きく 2つに分けられます。一つはロータリー家族用、もう一つはロータ

リーのことを知りたいと興味を持ってくださった方々に向けたものです。会員としてアカウントを作成しログオン

すれば、たくさんの新しいロータリーのツールにアクセスすることができます。全てのロータリアンの皆さんに

ぜひ使っていただきたいのは、各クラブが目標を設定したり、進捗状況を記録したり、ある運営方法から次の

運営方法に移行する時の持続性を維持するために効率的で効果的な方法として役立つ「ロータリークラブ・

セントラル」です。また、共通の関心を持っているロータリアンを見つけたり、話をしたりすることのできる双方

向のディスカッションフォーラムを開いたり、ロータリーグループを結成したり参加したりすることができる場も

あります。経験やアイデアを交換し、世界中の仲間の経験から恩恵を得ることが、昼夜を問わずいつでもでき

るのです。自分たちが計画しているプロジェクトと同じようなプロジェクトをすでに実施してきた人たちから直

接学ぶことで、私たちの奉仕をより良くするための素晴らしい可能性を秘めたツールです。 

外部の人々にロータリーを知らせる 

 ロータリアンではない人にとって、この新しいサイトは、ロータリーの独自性とロータリーがいかに自分たち

の地域社会を磐石なものにしているかを強調することによって、ロータリーとは何か、そして私たちが行って

いることを紹介します。このサイトを訪れた人は、ロータリーのさまざまな分野における奉仕プロジェクトの写

真を見てロータリーの活動をよりよく知り、ロータリーと関わっていく方法を探しだすことでしょう。 

 ロータリーの世界を知る新しい窓に、私はわくわくしています。皆さんにもサイトを訪れ、検索し、学んでくだ

さい。ロータリー物語を共に何度も書き替えるために――。 
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